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□
要
旨
本論考は、まず道教の基本的特性がその哲理と内丹の煉養の実践とが結び
つ
いている点にあると考える。そして明清時代の民間宗教 宝巻はこうした
特
性に大きく影響を受けており、それは次第に道教が下層階級に影響を及ぼ
す
一つの回路になったと指摘する。あわせて本論考は道教と民間宗教との煉
養
思想の異同 ついても分析す 。
□
キ
ー
ワード
宝巻
道
教
三
教応劫思想
内
丹
民
間
宗
教
中
国本土の文化としての道教は広範にして奥深い内容を持ち、その中にはあら
ゆ
る
ものが含まれる。その最も根源的な特徴は、
深遠なる哲理と煉養
［内丹の修養］
と
い
う実践活動を一つに融合 た点にあり、一種の体と用を兼ね備え、世俗にあ
り
つ
つも同時に世俗 超越した学問を作り上げた。
道
教は強靭な生命力を持ち、その深遠な教理においてのみならず、またそれが
民
間
の
文
化
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、何
千
年
に
も
わ
た
り
そ
の
滋
養
を
受
け
、
ま
た
逆
に各種の民間の文化に深く影響を及ぼしてきた。その中には
民
間宗教も含
ま
れ
る
。明
･清
時
代、各
種
の
民
間
の
教
派
は
、道
教
の
啓
発
と
助
け
を
受
け
て
い
な
い
も
の
は
ほ
とんどなく、とりわけ内丹道の煉養思想の影響をうけている
。
民間宗教の
教
義
を
記した「宝巻」は、豊富にして膨大な煉養思想を含み、道教
が
下層階級の
民
衆
へ
影響を及ぼす媒体の一つとなった。
一、
「宝巻」について
中
国
の伝統的な宗教経典は膨大であり、仏教経典や『道蔵』以外
に
も、また分
量
や
種
類が数多い「宝巻」がある。統計によると、現存する「宝巻
」
だけでも千
種
以
上
に及び、ここには内容的に近似する異なる版本は含まれない
。
この中には
相
当
な
種類の勧善書が含まれている 、民間宗教の教義である宝巻
も
また二三百
種
類
含
ま
れ
て
い
る
。も
し
も
こ
れ
を
あ
わ
せ
た
な
ら
ば、
『宝
巻
集
成』を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
もしれない。
宝
巻
の始まりは、主として唐・五代の変文および講経文により生
み
出された一
種
の
宗
教思想伝達のための芸術様式で
あった。それらの多くは韻文・散
文を交え
て
構
成
され、
あ
る
巻
物
は時に語り、
時に歌い、
人々の耳目をひきつけたので
ある。
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我
々
が把握している史料から見て、最初の宝巻は、仏教が世俗の人々のために説
法
し
た
通
俗
的
な
経
文
、
あ
る
い
は
宗
教
的
な
色
彩
の
濃
い
世
俗
の
故
事
の
種
本
で
あ
っ
た
。
僧
侶
たちはこうした宝巻を使って、
因
果
や
輪
廻
を
宣
伝し仏法を宣揚したのである。
元
版
の
『
仏
説
楊
氏鬼繍紅羅化仙哥宝巻』
や
、
鄭
振
鐸
所
蔵
の
『
目
連
宝
巻
』
の出現は、
そ
の
証左である。宝巻 形成される過程の中で、また道教 影響を受けるように
な
り
、
南
宋
の
理
宗
は
善
悪
の
報
い
に
つ
い
て
述
べ
立
て
、「扶
助
正
道
、
啓
發
良
心
（
正
し
き
道
を助け、
良
心
を
啓
発
し
）」、
広
く勧善書の
『
太
上
感
応
篇
』
を
推
奨し、
後
の
『
陰
騭
文』
や
『
功過格』の広範な普及と宝巻のような勧善書の興起の先駆けとなった。
少
なくとも明初にいたると宝巻は、すでに民間宗教により利用され、教義を伝
達
す
る様式となった。現存す 、大陸の研究者路工先生所蔵の古い巻子本『仏説
皇
極
結
果
宝
巻
』
に
は
、
明
・宣
徳
五
年
（
一
四
三
〇
）孟
春
吉
日
に
刊
刻
さ
れ
た
。
こ
の
宝
巻
は
無為教主の羅夢鴻の『苦功悟道巻』などの五部 宝巻より八十年も前に刊行
さ
れ
ている。筆者は鄭振鐸先生の蔵書を閲覧し、明版の『正信除疑無修証自在宝
巻
』・『巍巍不動太山深根結果宝巻』
の
中
に
「
圓
覺
寶
卷
作
證
（
円
覚宝巻を証拠とする）
」、
「金剛寶卷作證
（
金
剛
宝
巻
を
証
拠
と
する
）」、「彌陀寶卷作證
（
弥
陀
宝
巻
を
証拠とする
）」、
「圓
覺
寶
卷
云
（
円
覚
宝
巻
に
い
う
）」、「圓
通
寶
卷
云
（
円
通
宝
巻
に
い
う
）」
と
い
っ
た
内
容
を
見
い
だ
し
た
。
こ
れ
は、羅
氏
五
部
宝
巻
が
刊
行
さ
れ
た
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
以
前
に
ま
と
まった量の宝巻が刊行されていたことを有力に物語っている。この中の『仏
説
円
覚宝巻』と『銷釈円通宝巻』はともに民間宗教の経典である。
明
代中末葉は民間宗教が隆盛した時期であり、宝巻が大量に撰述刊行された時
期
で
もある。弥陀浄土宗と天台宗の影響の下、生まれたとされる白蓮教はもはや
支
配
的な地位を占めていなかった。代わりに禅宗 道教の内丹派 影響を受
け
た
新
し
い形の民間宗教が多数出現し、この時代の民間 教の特徴 った。 末清
初
に
刊行された
『
古
仏天真考証龍華宝経』
の
記
載
だ
け
を
見ても、
老
子教
・
涅槃経
・
無
為
教・黄天教・弘陽教といった十八の大きな教派が現れている。だがこれだけ
で
は
こ
の
時
期
の
民
間
教
派
の
盛
行
ぶ
り
を
と
ら
え
る
に
は
ほ
ど
遠
い。
『明
実
録』な
ど
の
資
料
に
よ
れ
ば
、当
時
の
状
況
は
「
有
一
教
名
、
便
有
一
敎
主（
一
つ
の
教
派
が
あ
れ
ば、一
人
の
教
主
が
い
る
）」
と
い
い
、「此
在
天
下
處
處
盛
行
、而
畿
輔
爲
甚（
こ
れ
ら
は
天
下
の
各
地
で
盛
行
し
て
お
り
、
特
に
畿
内
が
甚
だ
し
く（
1））」、「甚
至
皇
都
重
地、輒
敢
團
坐
談
經、十
百
成
群、
環
視
聚
聽
（
挙
句
の
果
て
に
は
皇
都
や
重
要
な
土
地
で
も
集
ま
っ
て
座
り
、経
巻
に
つ
い
て
談
義
し、
何
十
人
何
百
人
と
寄
り
集
ま
っ
て
は
そ
れ
を
見
聞
き
し
て
い
る（２
））」、「游
食
㐰
道
十
百
成
群
、名
爲
煉
魔
、
蹤
跡詭秘、莫可究詰。……白蓮・紅封等敎名各立新奇名色、妖
言
惑衆、實繁
有
徒
（
徒
食
の
僧
道
が
何
十
人
何
百
人
と
群
を
成
し
、煉
魔
の
名
目
で
あ
ち
こ
ち
で
不
思
議
な
こ
と
を
騙
り
、
糾
問
で
き
な
い
。
…
…
白
蓮
・
紅
封
と
い
っ
た
教
門
は
そ
れ
ぞ
れ
新
奇
な
題
目
を
並
べ
た
て
、妖
し
げ
な
言
葉
で
民
衆
を
惑
わ
し、実
に
多
く
の
信
徒
が
い
る
）」と
い
う
具
合
で
あ
っ
た（
3）。そ
し
て
ほ
ぼ
全
ての実力ある民間教派はどれも宝巻という名目で、みずから
の
経典を撰述
し
、
刊
行
し
た
。清
代
の
黄
育
楩
は、
「每
立
一
會
、
必
刊
一
經（
一
つ
の
会
が
で
き
る
ご
と
に
、
一
つ
の
経
巻
が
刊
行
さ
れ
る
）」と
述
べ
て
い
る（
4）。だ
が
実
際
に
は
一
つ
会
を
建
て
る
ご
と
に
た
く
さ
ん
の種類の経巻を刊行していたのであり、それらは少なければ
数
部、多けれ
ば
数
十
部刊行されていた。現在見ることが きる明刊本の民間宗教
の
宝巻は百部
を
下
る
こ
と
は
な
く
、そ
の
多
く
は
大
字
折
装
本
で
あ
り、印
制
は
精
巧
で
美
し
く、
「經
皮
卷
套
、錦
緞
裝
飾
（
経
巻
の
表
紙
や
仕
立
て
は
錦
織
の
装
幀
で
）」、正
統
的
な
仏
教
経
典
と
な
ん
ら
異
な
ることはなかった
（
5）。
明
中
末葉、民間宗教の諸教派は大量の美しい宝巻を
刊行したが、それはその巨
大
な
実
力と密接に関係していた。例えば、東大乗教は教主の王森に
信
者が二百万
お
り
、
十数箇所の荘園を有 、あちこちに講経所が設けられていた
。
さらに賄賂
と
い
う
手段を使って王皇后の兄の王偉と同族となり、後ろ盾とした
。
一方、弘陽
教
は
宦
官を後ろ盾とし、経典の多く 皇族の内経廠から発行され、
信
者の宦官に
よ
り
監
督・作成された。当時、宝巻 刊行しているこ で最も有名
で
あった京城
の
党
家
庵書舗もまた極めて権勢を持つ者 そ 後ろ盾としていた。
明
代の宝巻の
皇
學
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印
刷
が美しく、数量が膨大であるのも無理はない。明清の数百年間に、宝巻の刊
行
を
専業としていた書行・書舗は百三十余家を下らない。ある宝巻は何度も刊行
さ
れ
、無為教の五部の宝巻などは、我々の簡単な統計で、異なる版本が二十種以
上
あ
る
。
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）、
無
為
教
徒
が
南
京
で
所
有
す
る
版
木
だ
け
で
九
六
六塊に達する。また信者が関係する人のつてを伝って、経典を『大蔵』に入
蔵
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
当
局
に
見
つ
か
り
、「令
掌
印
㐰
官
當
堂
査
毀（
責
任
あ
る
僧
官
に
そ
の
場
で
調
査
・
破
棄
さ
せ
）」、あ
わ
せ
て
「
毀
無
為
教
告
示」を
発
布
し
た。こ
れ
は
当
局
が
宝
巻
を
取り締まった比較的早い記録である
（
6）。
清
代、
専制的な統治はさらに苛酷さを増し、
当
局
の
目には宝巻は
「
妖
書
」
や
「
邪
説
」
と
同
義
語
に
映るようになった。清
・
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）、
当
局
は
陝西で
『
皇
極
金
丹九蓮正信帰真還郷宝巻』を発見した。清の雍正年間にはさらに大量の宝巻
が
流
通していることを発見した。こ
の
た
め
、
宝巻の捜査・押収は民間宗教を弾圧
す
る
重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。「邪
教
」が
摘
発
さ
れ
る
た
び
に
、す
べ
て
没
収
し
た
宝
巻
は
軍
機
処に送られ、あるいは皇帝・皇后の目に供され、禁止・焼却されて「以滌邪
業
（
邪
悪
な
所
行
を
濯
い
だ
）」
の
だ
っ
た
。
今
日
、
我
々
は
わ
ず
か
ば
か
り
だ
が
、
膨
大
な
清
代
の
档案の山の中か 歴史をか くぐり、損傷を受けていない宝巻を見つけるこ
と
が
できる。というのもたとえ清代の圧政下でも、歴朝 わたり やはり宝巻を
私
的
に刊行す 書局があったからで 。明代の有名な党家庵書舗は 少なく
も
清・乾
隆
五
十
五
年
（
一
七
九
〇
）
ま
で
依
然
と
し
て
宝
巻
を
密
か
に
刊
行
し、販
売
し
て
い
た（
7）。
江
南
の
蘇
州
で
は
、
康
熙
四
十
一
年
（
一
七
〇
二
）
か
ら
乾
隆
三
十
九
年
（
一
七
六
八
）
に
当
局
に
よ
り
押
収
さ
れ
る
ま
で、書
舗
六
家
が
宝
巻
を
六
十
六
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
刊
行
・
販売している
（
8）。
ま
た
嘉慶年間には、江西・湖北の大乗教徒が密かに無為教五
部
経
および『龍牌宝巻』
・『
天
縁
結
経
録
』など、多くを刊行している
（
9）。
つ
ま
り宝巻
の
私
的な刊行・販売は清代の歴史の最初から最後まで一貫して見られる現象なの
で
あ
る。道光年間以降は内憂外患が激しさを増し、当局は旺盛な民間の宗教活動
に
か
か
ずらう暇がなくなり、宝巻の刊行や流通はさらに野火のごと
く
広まり、一
度
そ
れ
が起きれば収拾することはできなかった。このため直隷官僚
の
黄育楩はつ
い
に
専
門書を著し、宝巻を滅ぼすことをみず らの責任とする い
た
った。清が
滅
亡
す
る
頃
に
は
、
各
種
の
勧
善
書
を
販
売
す
る
書
局
は
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
現
れ
て
全
国
津
々
浦
々に至るまで及び、宝巻の刊行や重版 最高潮を迎えた。
二、
宝巻に含まれる道教の煉養思想
宝
巻
に含まれる思想はきわめて雑駁であり 儒仏道といった伝統
的
な文化を交
え
つ
つ
、歴代にわたって蓄積してきた民間宗教の思想資料や、さら
に
は民間の神
話
・
風
俗・儀礼・道徳的規範といった内容 をも含んでいる。道
教
についてい
え
ば
、
その影
響
はやはり多方面に及ぶ。道教の哲学・煉養・斎醮・神話伝説は
ど
れ
も
多
くの宝巻へと深く浸透している。その中でも道教の内丹術お
よ
び斎醮儀礼
の
宝
巻
への影響が最も大きい。
明
初
の『仏説皇極結果宝巻』は現存する最初期の民間宗教の経巻
で
あるが、現
在
の
と
ころ依然としてどの教派ある は教門のものであるか判別し
が
たい。この
宝
巻
の
特徴は仏道二教を融合し、外面的に 仏教を、内面的には道
教
を説き、ま
た
三
教
応劫救世思想を交える点にある。だがその中身 見てみると
、
修煉による
成
道
を
希
求
し
、
こ
の
世
か
ら
超
脱
す
る
良
方
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る。
「收
圓
聖
金
丹
、離
天
初
下
凡
、
有
緣
同
歸
去
、
無
分
混
人
間
（
聖
な
る
金
丹
を
完
成
さ
せ
、天
か
ら
は
じ
め
て
俗
界
に
生
ま
れ
落
ち
て
よ
り
、
縁
有
る
者
は
共
に
帰
り
行
き
、そ
の
分
が
な
い
者
は
世
俗
に
止
ま
る
）」と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
経
巻
で
は
修
煉
の
困
難
さ
と
修
行
を
成
し
遂
げ
た
際
の
結
果
が
仄
め
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
修
行
者
に
は
十
歩
の
功
が
あ
り、そ
の
一
歩
一
歩
に
関
門
が
あ
る
の
で
あ
り
、
「有
七
山
關
、
天
元
祖
、
地
花
母
提
調
。
六
合
神
、三
十
六
位
守
把。逢
陽
月
一
五、陰
月
三
七
開
關
。
各
所
眞
兌
、
方
許
過
關。到
此
地
終
躱
的
三
災
八
難
（
七
つ
の
山
関
に
つ
い
て
は
、
宝
巻
と
道
教
の煉養思想について（馬（松下
訳
））
― 51―
天
元
の
祖
、地
花
の
母
が
指
図
を
す
る
。
六
合
の
神
は
三
十
六
柱
が
守
護
す
る
。陽
月
の
一
五
、
陰
月
の
三
七
に
関
は
開
く
。
こ
の
時
、各
処
の
真
兌
に
お
い
て
は
じ
め
て
関
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
境
地
に
至
っ
て
よ
う
や
く
三
災
八
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
）」。
こ
の
経
巻
は
天
地
人
が
一
つ
に
な
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
り、
「人
修
天
地
天
養
人
、
凡
聖
相
接
人
不
明
、
天
地
原
是
人
根
本
、人稟天地要出身、修行内裡藏時度、聖攝凡提煉兩輪。十步修行不知道、胡
修
千
年
只
是
空
（
人
は
天
地
の
あ
り
方
を
修
養
し
天
は
人
を
は
ぐ
く
む
が
、
凡
夫
と
聖
賢
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
人
は
理
解
し
て
い
な
い
。
天
地
は
も
と
も
と
人
の
根
本
で
あ
り
、人
は
天
地
の
あ
り
方
を
こ
の
身
に
受
け
て
こ
の
身
よ
り
超
脱
す
る
。
修
行
の
中
に
は
時
が
あ
り
、
聖
賢
は
手
を
差
し
伸
べ
、凡
夫
は
向
上
し
、
両
輪
と
も
に
修
煉
す
る
。
十
歩
の
修
行
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
千
年
の
修
行
も
む
だ
と
な
る
）」。
こ
の
経
巻
の
出
現
は
、
我
々
に
次
の
一
つ
の
事
実
を
告
げ
て
い
る。す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
明代初葉には、内丹道がも
う
民
間
宗
教
の
教義に影響を与えているということ
で
あ
る
。
『仏
説
皇
極
結
果
宝
巻
』
の
内
容
は
晦
渋
で
難
解
な
こ
と
が
多
く、
名
詞
や
術
語
は
道
教
と
非常に異なるが、修煉の 容は明らかに内丹道から示唆を受けている。
『仏
説
皇
極
結
果
宝
巻
』
が
現
れ
て
百
二
十
年
後
、
北
直
隷
に
黄
天
道
と
い
う
一
つ
の
教
え
が
出
現した。顔元は
『
四
存
編』
［
存
人
編、
巻
二
］
の
中
で
「
自
萬
曆末年添出個皇
［
黃
］
天
道
、
如
今
大
行、
京
師
府縣、
以
至窮郷山僻都有
（
万
暦
末
よ
り
黄
天道というものが現れ、
い
ま
大流行し、
京
師
、
府
や
県、
片
田
舎
や
山
村
に
至
る
までどこにでもある
）」
と述べている。
顔
元
の記載には誤りがあり、
黄
天道は決して万暦年間の末に出現したのではなく、
明
の
嘉靖年間、直隷の懐安県の人、李賓により桑干河 あたりで開 れた。李賓
は
、
道
号
を
普
明
と
い
い
、
人
々
は
普
祖
ま
た
は
普明虎眼禅師と称した。日本所蔵本
『
虎
眼
禅
師遺留唱経』には次のように記載されている。普
祖
乃
北
鄙
農
人
、參
師
訪
友
、
明
修
暗
煉
、
悟
道
成
眞
、
性
入
紫
府
。
蒙
玉
清
敕
賜
、
號曰 明虎眼禪師、設立黃天聖道 頓起渡世婆心、燃慧燈於二十四處、駕寶筏
於
膳
地
宣
雲
、
遺
留
了
義
寶
卷
・
清
淨
眞
經
。（
日
本
・
沢
田
瑞
穂『増
補
宝
巻
的
研
究』
、
国書刊行会、一九七五年、三四九頁
）
普
祖
は
北
方
の
僻
地
の
農
民
で
あ
っ
た
が
、明
師
道
友
の
下
に
参
じ
、日
夜
修
煉
を
積
ん
で
、
悟
道
し
て
真
人
と
な
り、そ
の
境
地
は
仙
界
へ
と
至
っ
た
。玉
清
の
勅
旨
を
賜
っ
た
こ
と
に
よ
り、普
明
虎
眼
禅
師
と
号
し
、
黄
天
聖
道
を
打
ち
立
て、こ
の
世
を
救
わ
ん
と
い
う
慈
悲
の
心
を
す
ぐ
さ
ま
起
こ
し
た
。
二
十
四
個
所
に
智
慧
の
灯
を
と
も
し
、宝
の
筏
に
乗
っ
て
膳
房
堡・
宣化・雲州にやって来て、
『了義宝巻』と『清浄真経』を残した。
顔
元
は黄天道の教義を解釈しようとしたが、ほとんど理解できな
か
った。彼は
い
う
、こ
の
教
え
は
「
似
仙
家
吐
納
採
煉
之
術、卻
又
説
受
胎
爲
目
蓮
㐰、口
中
念
佛（
道
教
の
吐
納
採
煉
の
術
を
行
う
よ
う
に
見
え
て、ま
た
受
胎
を
目
蓮
僧
で
あ
る
と
説
き、口
の
中
で
念
仏
を
唱
え
る（
10））」。
こ
れ
は
ま
さ
に
黄
天
道
が
仏
教
を
信
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、実
は
道
教
的
な
修
行
を
し
ているという特徴を指摘したものである。開祖の李賓は青年
時
代、辺境警
護
の
軍
人であったことがあり、その後軍隊を辞め 修行をはじめ、
数
十年間にわ
た
り
山
西と直隷北部で明師の下に参じた。嘉靖三十二年
（
一
五五三
）、
順
聖
川で
「明
人
」
と
出
逢
い、
「玄
関
卯
酉
の
功
」
を
喝
破
し
た
。
嘉
靖
三
十
七
年（
一
五
五
八
）、『普
明
如
来
無
為了義宝巻』
を説く。晩年は万全衛の碧天寺に身を寄せ、
修行と伝道を行っ
た
。「懷
胎
九
載
、鍛
煉
眞
心
、
三
關
九
竅
、
一
氣
相
同、躱
離
塵
世
、逍
遙
自
在
行
（
九
年
に
わ
た
り
懐
胎
し
て
真
心
を
鍛
錬
し
、
三
関
九
竅
は
一
気
と
貫
通
し
、
塵
世
を
離
れ、逍
遥
す
る
様
は
自
由
自
在
で
あ
っ
た
）」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
李
賓
夫
婦
の
碧
天
寺
で
の
修
道
時
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
李
賓
の
死
後
、
彼
の
妻
と
娘
お
よ
び
李
氏
の
家
族
が
引
き
続
き
伝
道
を
行
っ
た。
李
氏
の
家族が亡くなると、信者たちが伝教を引き継ぎ、二十世紀中
葉
に途絶える
ま
で
、
そ
の
伝
播
はまるまる四世紀続いた。
黄
天
道の教義の根本は、人類に長生久視の道を指し示そうとする
も
ので、それ
は
天
に
円欠なく、人に生死な 、飢えも寒きもなく、染も汚もなく
、
去来は意の
ま
ま
に
自在であり、
「壽活八萬一千歳、
十
八
童顏不老年
（
寿命は八万一千歳にも及び、
十
八
歳
の
童
顔
の
ま
ま
年
老
い
る
こ
と
が
な
い
）」
と
い
う
よ
う
な
境
地
で
あ
っ
た
。そ
し
て
こ
の
境
地
に
到達できる唯一の方法こそ内丹の修煉であった。
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黄
天
道
に
は
「
九
経
八
書
」
が
伝
わ
る
が
、
中
国
・
日
本
・
ロ
シ
ア
に
合
計
六
部
現
存
し
、
そ
の
内、懺儀経文一部を含む。懺儀一部を除けば、五部宝巻はどれも内丹の修煉
を
本
旨とする。創教時の経典である『普明如来無為了義宝巻』に 創教の意味を
明
示
し、信徒にこのように戒めている修
行
人
、
要
知
你
、
生
來
死
去、依
時
取
、合
四
相
、晝
夜
功
行、
運
周
天
、轉
眞
經
、
無有障礙、
功
圓
滿
、
心
花
放
、
朗
耀
無
窮
。
坎
離
交、
性
命合、
同
爲
一
體、
古
天
眞、
本
無
二
、
一
性
圓
明
。（
『普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』
第
一
分
。
こ
の
経
巻
は
ロ
シ
ア
・
サ
ン
クトペテルブルグ東方学研究所に所蔵されている。
）
修
行
者
よ
、
汝
に
教
え
よ
う
、
生
は
来
た
り
て
死
は
去
ら
ん
。
天
の
時
に
従
い
、四
相
［
生
住
異
滅
］
を
合
し
、日
夜
修
行
に
つ
と
め
よ
。
周
天
を
め
ぐ
ら
せ
、
真
経
を
奉
じ
れ
ば
、
障
礙
な
か
ら
ん
。
功
行
が
満
ち
れば、
智
慧
の
心
が
現
れ、
そ
の
耀
き
は
計
り
知れぬ。坎離は交わり、
性
命
は
合
し
、
と
も
に
一
体
と
な
ら
ん
。
い
に
し
え
の
天
仙
も、も
と
は
み
な
同
じ
、た
だ
一
性
が
円
か
で
あ
る
ば
か
り。
こ
う
し
た
「
性
命
兼
修
」・「昼
夜
功
行
」
の
目
的
は
丹
を
結
ぶ
た
め
で
あ
り
、「三
心
聚
、
五
氣
朝
、輝
天
現
地
。
採
諸
精
、
合
一
粒
、
晝
夜
長
明
（
三
心
が
集
ま
り
、
五
気
が
朝
元
す
れ
ば
、
天
地
に
輝
き
現
出
す
る
だ
ろ
う
。
諸
精
を
採
取
し、一
粒
の
金
丹
を
煉
れ
ば
、
昼
夜
の
別
な
く
光
り
輝
く
こ
と
だ
ろ
う
）」、「性
命
合
、
同
一
粒
、
黃
婆
守
定
。
結
金
丹
、
九
轉
後、自
有
神
通
（
性
命
は
一
つ
に
な
っ
て
一
粒
の
金
丹
に
な
り
、
黄
婆
は
そ
れ
を
守
り
通
す
。
金
丹
を
結
び、さ
ら
に
九
回
煉
成
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
神
通
力
を
獲
得
す
る
だ
ろ
う
）」
と
い
う（
11）。
黄
天
道
か
ら
見
れ
ば
、性
命
を
双
修
す
る
ことは、生命の旅 逆らって進む一つのプロセスなのであり、それは老衰や
死
に
対する一つの闘争であり、
生
命
の
本
源
天
真
の性への飽くなき追求であり、
こ
う
した追求の果てに金丹が結ぼれるのである。彼らは一度金丹が煉成し終わ
ば
、
凡と聖、生と死の境界を打破し、いわゆる「還丹一粒、神鬼難知、超凡入聖
機
、
包
裹
天
地
（
一
粒
の
還
丹
は
神
も
幽
鬼
も
知
り
が
た
く
、
こ
れ
は
俗
界
を
超
え
て
聖
境
へ
と
至
る
き
っ
か
け
で
あ
り
、
天
地
を
す
べ
て
包
み
込
）」
み
、「牟
尼
寶
輥
上
崑
崙
（
牟
尼
宝
が
崑
崙
山
へ
と
駆
け
上
がる
）」
と、
「赴蟠桃永續長生（
蟠桃会に行き、とこしえに生きる
）」と考えた。
長
生
の道を歩まんとするならば、まず求められる条件は私欲を廃
し
、ずっと心
身
を
清
浄
に
保
つ
こ
と
で
あ
る
。『普
静
如
来
鑰
匙
宝
巻
』は
修
行
者
が
一
日
中
、常
に
清
浄
を
保
た
ねばならないと戒めている。すなわち、
「霊臺に物無し」とは清を、
「一念
も
起
き
ず」とは のことであり、神
ここ
ろは気の宅であり、心は神の
舎
である。意念を
専
一
に
すれば神も専一に り、
神
が専一ならば体内の元気が集まる。機が至れば、
静
か
ら
動へと変化し、神は風 ご く転ずる。三関九竅を
貫
通し、一種の天地と
劫
運
を
同じくする効果を産み出す。人は宇宙のひとつの雛形であり
、
宇宙は人が
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、両
者
は
も
と
も
と
一
体
で
あ
る
。こ
の
た
め
天
地
の
精
気
を
採
り
、
体
内
に
取り入れて用いる いうのが修行 肝心な部分とな さら
に
は人体とい
う
こ
の
鼎
炉
は
日
月
星
三
光
の
精
気
を
薬
物
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、「採
取
日
精
月
華
、
天
地
眞
寶
（
太陽の精と月の英華、
天
地
の真宝を採る
）」、「晝夜家、
採取它、
諸般精氣、
原
不
離、日
月
光、諸
佛
之
根
（
昼
夜
家
に
て
そ
れ
を
採
り、も
ろ
も
ろ
の
精
気
は、も
と
わ
が
身
を
離
れ
ず、太
陽
と
月
の
光
は
諸
仏
の
根
源（
12））」、「採
先
天
混
源
一
氣
、
煉
三
光
玄
妙
消
息
（
先
天
混
源
の
一気を採り、三光の玄妙な代物を煉成する
）」と述べられている
（
13）。
清
初
に現れた
『
太
陽開天立極億化諸神宝巻』
は上で述べた内容をさらに誇張
し、
「太
陽
乃
天
之
陽
魂
、
太
陰
乃
地
之
陰
魂
也
。天
地
爲
雞
卵
、乾
坤
日
月
乃
玄
黃
大
道
（
太
陽
は
天
の
陽
魂、月
は
地
の
陰
魂
で
あ
る
。
天
地
は
鶏
卵
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、天
地
日
月
が
大
道
な
の
で
あ
る
）」
と
い
う
。太
陽
と
月
は
「乃
爲
靈
父
聖
母、產
群
星
如
蛾
布
子
（
霊
父
と
聖
母
に
他
な
ら
ず
、
蚕
蛾
が
子を生むように群星を産み出す
）」
の
であり、
「人自生之前、
原來佛性、
始
乃
太
陽
眞
火
（
人
が
生
ま
れ
る
前
は
ほ
ん
ら
い
仏
性
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、最
初
は
太
陽
真
火
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
）」
の
で
あ
る。こ
の
た
め
凡
夫
た
ち
が
大
道
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、「投
聖
接
引
太
陽
光
中
、
纔
得
長
生（
聖
人
の
導
き
に
よ
り
太
陽
の
光
の
中
へ
と
進
ん
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
長
生
を
手
に
す
る
だ
ろ
う
）」。
黄
天
教
で
は
こ
の
た
め
普
明
を
太
陽
、そ
の
妻
の
普
光
を
月
と
あ
が
め
奉
っ
た
。普
明
夫
婦
は
死
後
、埋
葬
地
に
十
三
層
の
塔
が
建
て
ら
れ、
宝
巻
と
道
教
の煉養思想について（馬（松下
訳
））
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日
月
塔または明光塔とよばれた。やがて歳月が経つにつれ、ある種の修煉の内容
が
、
次第に修煉、兼、教主を崇拝する儀式となった。顔元の言葉によれば、明代
か
ら、黄
天
道
は
「
喚
日
光
叫
爺
爺
、
月
亮
叫
奶
奶
（
太
陽
を
父
と
い
い
、
月
を
母
と
い
）」い、
ま
た
「
每
日
三
次
參
拜
（
毎
日
三
回
拝
礼
）」
し
て
い
た（
14）。
清
中
葉
に
な
る
と
、
直
隷
総
督
の
史
貽
直
の奏摺には、黄天道が「以每日三次朝日叩頭、名曰三時香。又越五日將行道
之
事
默
禱
天
地
、
謂
之
五
後
願
（
毎
日
三
回
太
陽
を
伏
し
拝
み
、
三
時
香
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
五
日
ご
と
に
修
道
の
こ
と
に
つ
い
て
天
地
に
対
し
黙
祷
し
、
こ
れ
を
五
後
願
と
よ
ん
で
い
ま
す
）」と
記
録
さ
れている
（
15）。
実
のところ、こうした修行内容は道教の中に根拠を見いだすことができる。早
期
の
道教は気を服用し、精を大切 し 精・気・神の煉養を主張した。気の服用
か
ら
は次第に太陽
・
月
・
中
和
の
気
を服用することで寿命を延ばすことへとつながっ
た
。
そ
の
た
め
『
太
平
経
』
は
「
元
氣
有
三
名
、
太
陽
・
太
陰
・
中
和
。形
體
有
三
名
、
天・
地
・
人
（
元気には三つの名がある。太陽
・
月
・
中
和
で
あ
る
。
形体には三つの名がある。天
・
地
・
人
で
あ
る
）」
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
気
は
凝
固
し
て
日
月
星
の
三
光
と
な
り
、「凡
物
與
三
光
相
通
、
並
力
同
心
、
共
照
明
天
地
（
万
物
は
三
光
と
通
じ
、
力
を
合
わ
せ
、心
を
一
つ
に
し
、
共
に
天
地
を
照
ら
し
出
す
）」。哲
学
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
は
道
教
の
早
期
の
天
人
合
一
思
想
で
あ
り
、
内修の面からいえば、日精月華や、天地の三宝を服用する先蹤である。その
後
、『黄
庭
経
』
に
は
修
煉
の
際
、
日
月
を
存
思
し
た
り
、
服
気
や
導
引
し
た
り
す
る
体
系
的
な
理
論が現れる。唐代の司馬承禎「服気精義論」では日月や臓腑を存思し、導引
や
気
を廻らせることにより、各種の病気を治そうとする。宋元時代になると、浄
明
道
や日月を崇拝する風潮が盛んになり、さらには太上老君 の神々に促さ
れ
て
忠孝の道 伝えたと考えられるに至った。道教経典には『高上月宮太陰元君
孝
道
仙王霊宝浄明黄素
書
』などの経典が現れるが、こうした経典は黄天道『太陰
生
光
了義宝巻』
と
い
っ
た
教
義
の
思想の直接的な来源のひとつである可能性が高い。
道
教は天人合一という哲学思想により天地万物 生成 理を解明し、人体のさ
ま
ざ
ま
な
生
命
現
象
に
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。こ
れ
は
必
然
的
に
天
地
日
月
へ
の
崇
拝
を
、
煉
養思想の有機的な構成要素として組み込ませることになった
。
黄天道もま
た
こ
の
枠組みを超えることはない。もちろん天地日月への崇拝は多
く
の宗教に共
通
す
る
内容ではある。例えば中国で千年近く流行したマニ教は日月
を
崇拝し、光
を
崇
め
、中国本土の民間宗教に対してもやはり影響を及ぼした。だ
が
結局のとこ
ろ
、
深
い煉養に関する要素 持っていなかったということが、中国
で
マニ教が根
付
く
こ
とが難しかった根本的な原因 ひとつであろう。また黄 教
と
直接的な授
受
関
係
に
あ
っ
た
も
の
に
、
玄
鼓
教
と
よ
ば
れ
る
教
派
が
あ
る。こ
の
教
派
は
子
時
に
北
に
、
午
時
に
南に、卯時に西に 酉時に
東
に向かって四つの時刻に朝拝焼香する。こう
し
た
教
派は明中葉に存在したが、無為教 五部六冊の経巻の中で邪
説
として排斥
さ
れ
て
いる。
黄
天
教が現れると、京畿・直隷・山西一帯できわめて大きな教勢
を
誇っただけ
で
な
く
、江
浙
一
帯
に
も
伝
播
し、長
生
教
と
名
を
改
め
た
。長
生
教
の
開
祖
は
汪
長
生
で、
教
内
で
は黄天教第十祖として尊崇された。
『三祖行脚因由宝巻』
に
は、
汪
長生は
「
往
龍
虎
山
與
天
師
會
道
（
龍
虎
山
へ
赴
き
張
天
師
に
よ
り
道
を
理
解
し）
」、「天
師
以
顯
法
十
二
部、
付
與
長
生
（
天
師
は
十
二
の
法
を
示
し
て
長
生
に
与
え
た
）」と
記
さ
れ
て
い
る。こ
の
記
載
が
信
用
の
お
けるものであるかどうかについてはさらに裏付けが必要とな
ろ
う。清代の
档
案
の
記録によると、長生教のいくつかの特徴を知ることができる
。
子
孫敎、又名長 道。男曰齋公、女曰齋娘。尊彌勒佛爲師、倡
言
入道之人身
後
俱歸西天
以
今世功德之淺深、
定
來
生功名富貴之大小……又令人閉
目瞑心、
號
爲清淨。更有詭稱身到西天目睹
佛菩薩及種種奇異佳境、卽爲來生
享受之地
也
。（
『硃批奏摺』乾隆十三年三月初八
日
浙巡撫顧琮奏摺
）
子
孫
教
は
、
ま
た
の
名
を
長
生
道
と
も
い
い
ま
す
。
男
は
斎
公、女
は
斎
嬢
と
い
い
、弥
勒
仏
を
師
と
し
て
尊
崇
し
、
入
道
し
た
人
は
死
後
、す
べ
て
西
天
へ
行
き
、
今
生
の
功
徳
の
深
浅
に
より、
来
生
の功名や富貴の違いが決まると説いています……また人々に目をつぶ
っ
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て
瞑
想
さ
せ
る
こ
と
を
清
浄
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
み
ず
か
ら
西
天
に
行
き
、
仏
や
菩
薩
や
も
ろ
も
ろ
の
素
晴
ら
し
い
境
地
を
目
に
し
た
と
い
い
、そ
れ
が
来
生
で
享
受
す
る
地
だ
と
で
た
ら
め
を
述
べ
て
い
ま
す。
長
生教は黄天道と大同小異で、外面的に仏教を尊崇し、内面的には道教的な修
養
を
行
う
。
信
徒
は
い
つ
も
『
普
静
如
来
検
教
宝
巻』
・『仏
説
利
生
了
義
宝
巻
』
を
唱
え
る
。
清
の
乾隆年間中葉、信徒の無雲子が『皇極開玄出谷西林宝巻』を撰述し、経巻に
は
「
廣
載
萬衆、
名
是
長
生
大
道
（
広
く
万
民を救うことを長生大道とよぶ
）」
と
い
い、
「傳
敎
你、皇
天
道
、
仁
義
禮
智
。
還
敎
你
、正
身
心
、
孝
悌
忠
信
（
そ
な
た
に
教
え
よ
う
、皇
天
の
道
と
は
仁
義
礼
智
で
あ
る
こ
と
を
。
ま
た
そ
な
た
に
教
え
よ
う
、
身
心
を
正
す
こ
と
と
は
孝
悌
忠
信
で
あ
る
こ
と
を
）」
と
い
っ
た
内
容
が
見
ら
れ、全
篇
を
通
じ
て
内
丹
を
修
煉
す
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
。長生の境地を究めるというのは、
明
ら
か
に
黄
天道の修煉の考え方を継承し、
引
き
継いでいる。
無
論、黄天道の影響 長生
教
だ
け
で
は
な
い
。江南の斎教系の諸教派は、伝承で
は
無
為教つまり羅祖教の系譜を引くという。だが大乗教や円頓教の創立や伝播の
過
程
の中で、無為教の教義 内容 改め、禅宗から内丹道へと転向し、この中で
は
っ
きりと黄天道の影響を帯び ようになった。東大乗教 有名な聞香 と
で
あ
るが、そ 教義を伝える経書 中にすでに『元亨利貞鑰匙経』が見え、これ
は
『
普静如来鑰匙宝巻』の翻案のようである。しかし『皇極金丹九蓮正信帰真還
郷
宝
巻
』［
『皇
極
経
』
に
同
じ
］
と『仏
説
都
斗
立
天
後
会
収
円
宝
巻
』、
さ
ら
に
『
大
成
経
』
な
ど
はどれも明らかに無為教の
『
苦
功
悟
道
巻
』
と
い
った経巻の影響を脱しており、
あ
る
種単純な精神上の悟りから宗 実践を伴う性命の学へと至っている。もしも
東
大
乗教の『皇極経』には禅宗と浄土 、そして内丹道を併せ持つという特徴が
見
ら
れ、転換期のさまざまな痕跡を残しているというならば、円頓教の『古仏天
真
考
証龍華宝経』
［
『龍華経』
に
同
じ
］
は
も
は
や
純
粋
な
一つの内丹書となってしまっ
て
い
る
と
い
え
る
。『龍
華
経
』
第
一
品
で
説
か
れ
る
内
容
は
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
布
教
の
目的は「找化天人、總收九十六億皇胎子女、歸家認祖、達本
還
源、永續長
生
（
天
人を探し出して教 し、そっくり九十 の子どもたちを故郷へと
返
し、本源に回
帰
さ
せ、永
遠
の
生
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
）」
こ
と
に
あ
る。こ
の
た
め「二
十
四
品
、品
品
談
玄
説
妙
、
分
分
與
聖
合
眞
（
二
十
四
品
は
、ど
れ
も
深
遠
な
る
こ
と
を
説
き
、
す
べ
て
聖
賢
と
違
う
こ
と
が
な
い
）」
の
である。では
『
龍
華
経』
の
奥深さはどこにあるのだろうか
。それは
「先
天
眞
氣
凝
結、結
成
仙
丹
一
粒、點
化
群
盲（
先
天
の
真
気
が
凝
結
す
る
と
、一
粒
の
仙
丹
が
結
ば
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
迷
妄
を
導
く
）」
点
で
あ
り
、こ
れ
は
内
丹
道
に
対
す
る
最
も
包
括
的
な
提
示
で
あ
る
。『龍
華
経
』
に
い
う「出
細
功
夫（
細
や
か
な
る
修
行
法
）」と
は
、無
生
老
母
の
伝
え
る
「
真言口訣」であるという。すなわち「蘆伯點杖、鑰匙開通、
這
分點杖、自
海
底
點
上
崑
崙
、共
記
三
十
二
處
、
三
關
九
竅、各
有
步
位
、
這
便
是
後
天
出
細
功
夫（
［入
門
儀
式
の
際
に
］
竹
の
棒
で
叩
く
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
り
鍵
を
開
く
の
で
あ
り
、こ
う
し
た
叩
く
場
所
は
海
底
穴
か
ら
崑
崙
穴
ま
で
全
部
で
三
十
二
箇
所
あ
り
、三
関
九
竅
そ
れ
ぞ
れ
に
決
ま
っ
た
場
所
が
あ
り、
こ
れ
こ
そ
が
後
天
の
細
や
か
な
修
行
法
と
な
る
）」
の
で
あ
る。い
わ
ゆ
る
先
天
の
修
行
法
と
後
天
の
細
か
い修行法は、無為教の系統が禅宗から道教へと接近した変化
の
過程を反映
し
て
い
る。こうした変化 過程は、異なる時期の異なる宝巻の具体
的
な内容を分
析
し
さ
えすればはっきりと了解される。
『龍
華
経
』に
は
ま
た
い
わ
ゆ
る
十
歩
の
修
行
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、一
歩「恰
定
玉
訣
、
開
閉
存
守
（
手
訣
を
結
ん
で
、開
閉
を
遵
守
す
る
）」、
二
歩「先
天
一
氣
、氣
透
中
宮（
先
天
の
一
気
を
つ
か
み
、
気
は
中
宮
に
達
す
る
）」、
三
歩
「卷
起
竹
簾
、回
光
返
照
（
竹
簾
を
巻
き
上
げ
、
回
光
返
照する
）」、
四
歩
「西牛望月、
海
底撈明
（
西
牛は月を望み、
海
底
に真珠を掬う
）」、
五
歩
「
泥
牛
翻海、
直
上
崑
崙
（
泥
牛は海を越え、
直ちに崑崙に上る
）」、
六
歩
「
圓明殿内、
性
命
交
宮
（
円
明
な
る
殿
内
に
、
性
命
が
一
つ
と
な
る
）」、
七
歩
「響
亮
一
聲、開
關
展
竅（
一
声
が
響
き
渡
り
、
関
が
開
き
竅
を
通
じ
る
）」、八
歩「都
斗
宮
中、顯
現
緣
神（
都
斗
宮
に、元
神
が
出
現
する
）」、
九
歩
「
空
王殿裡、
轉天法輪
（
空
王
殿にて、
天法輪を転ずる
）」、
十歩
「放
去
收
來
、親
到
家
郷
（
放
去
収
来
し
、
親みずか
ら
家
郷
に
到
る
）」と
い
う
も
の
で
あ
る。こ
の
十
歩
宝
巻
と
道
教
の煉養思想について（馬（松下
訳
））
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の
修
行は『龍華経』の作者による内丹の修行の具体的な過程とみずからの体験を
描
写
したものであり、決して煉成により根源へ遡及するという内丹道の枠組みを
超
え
ることはない。その哲学 本体論は、説き方としては道教とは異なるとはい
え
、
故郷へ帰るという浄土宗の色合いを帯びたものを道教 いう無極本元へすげ
替
え
たものに他ならな 。こうしたやり方は円頓教だけがそうだった わけ
で
は
な
く
、
民
間
の
世
界
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た。円
頓
教
は
明
末
に
生
ま
れ
、
清
代
に隆盛を見せ、創教は北直隷で、江南から西北諸省で興隆し、 の伝播は非
常
に
広範 わたる。清末期の先天道や一貫道はともに大乗教と円頓教の一派から
分
か
れたが、両教の修行法からは明白 黄天道の影が窺える。
斎
教
の
系
統
は
江
南
か
ら
台
湾
へ
分
布
し
、
先
天
派
・龍
華
派
・
金
幢
派
に
分
け
ら
れ
る
。
金
幢
派は王森の東大乗教から直接分 れ、龍華派は斎教 姚文宇の一派から分か
れ
、
先天教 大乗円頓教の遺
脈
で
あ
る
。
全
体
的な体系は羅祖の無為教を外れるこ
と
は
ないものの、数百年にわたる伝承の過程の中で異なる系統の宗教へと変化し
て
し
まった。ただ変化がどんなに大きくてもやはり一致するところもあり、それ
は
ど
れ
も
道
教
の
煉
養
を
修
行
の
中
心
的
な
内
容
と
す
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
金
幢
教
に
は
、
『懸華宝懺』
・『多羅経』といった十数種類の経巻がある。そのため『台湾仏教篇』
の
作
者が
「
仏
道
儒
三
教
の
思
想
を一つにまとめ、
神
仙
道の精気神の煉成を力説した」
と
い
うのは見識あるものといえよう
（
16）。
明
代は民間宗教の教理体系の創造が成熟を迎えた時代であり、 ろもろの大き
な
宗
教はほぼすべて京畿のある北直隷お び山東・河南で産まれた。清代 明代
の
遺
風を継ぎ、専制的な政体によ 圧迫の下、さらに秘密めいた様相を呈するよ
う
に
なったが、それでも信仰の内容はあまり変化しなかった。清代 華北地区に
は
最
も大きなふたつの教派があった。八卦教と一貫道である。
八
卦
教
は
八
卦
九
宮
と
い
う理論に基づき、それに対応する厳密な組織体系を作っ
た
。
こうした体系は清初の康熙年間に開祖 劉佐臣によ 始され、農村や市鎮
で
多
く
活動した。劉氏の創教の時の経典に
『五聖伝道』
すなわち
『
五女伝道宝巻』
、
お
よ
び
『稟聖如来書』
・『錦嚢神仙論』
・『八卦図』などである。その中
でも『五聖
伝
道
』
の影響が最も大きい。現存する中日両国の異なる版本の『五
聖
伝道』から
分
か
る
ことは、それが内丹を修煉し、長生不死を求める経典である
と
いうこと
あ
る
。
経書には観音・普賢・白衣・魚藍・文殊 五人の菩薩が農村
の
機織りの女
性
に
変
化し、機織り 道理を借りて道教の内丹派の奥深い道理を説
く
。その中の
一
つ
に
は
、「道
也
者
不
可
須
臾
離
也
、可
離
非
道
也
。
道
不
遠
人
、人
自
遠
矣
。蓋
大
道
現
在
目
前
、
何
須
外
求、
只
知
率
性而矣。
（
道
な
る
ものはわずかばかりも離れること
は
できず、
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
そ
れ
は
道
で
は
な
い。道
は
人
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
は
な
く
、人
が
み
ず
か
ら
遠
ざ
か
る
の
だ
。
お
よ
そ
大
道
は
い
ま
目
の
前
に
あ
る
と
い
う
の
に
ど
う
し
て
余
所
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
た
だ
性
に
率した
がう
こ
と
を
理
解
す
る
だ
け
な
の
だ
）」と
い
う
。で
は
ど
の
よ
う
に
修
行
し
た
ら
よい だろうか。
『五聖伝道』はいう。
修
身如同去紡棉、莫把功夫當等閑。未訪先尋清淨地、要把六門
緊
閉關。紡車
放
在方寸地、巍巍不動把脚盤。知止而後方能定、定而後靜而後
安
。
修
行
は
あ
た
か
も
綿
を
紡
ぐ
よ
う
な
も
の、修
行
を
な
お
ざ
り
に
し
て
は
な
ら
ぬ。ま
だ
探
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
ま
ず
清
浄
な
る
場
所
を
見
つ
け
、六
つ
の
門
を
し
っ
か
り
閉
ざ
せ
。
紡
ぎ
車
を
方
寸
わずかばかり
の
地
［
心
の
喩
え］に
置
き
、
ど
っ
し
り
と
あ
ぐ
ら
の
上
に
据
え
付
け
よ
。止
ま
る
を知りてはじめて安定し、安定すれ
ば、静かになり安らいだ状態になる
だろう。
修
行
者が完全に静なる状態に入ると 静中に が生まれ、体内に
ひ
とかたまり
の
気
が
廻
る
よ
う
に
な
り、そ
れ
は
あ
た
か
も「撥
動
風
車
法
輪
轉
（
風
車
を
回
転
さ
せ
る
よ
う
に
法
輪
が
ま
わ
る
）」
か
の
よ
う
で
あ
り、
「靠
尾
閭
、透
三
關
、透
出
雲
門
天
外
天（
尾
閭
か
ら
三
関
を
突
き
抜
け
、雲
門
か
ら
抜
け
だ
し
天
の
外
へ
と
飛
び
出
し
）」て
「當
頂
一
線
透
三
關（
頭
頂
へ
と
ま
っ
す
ぐ
に
三
関
を
突
き
抜
け
）」、
小
周
天
と
い
う
修
煉
の
段
階
に
到
達
す
る。内
丹
の
修
行
者
は火候、つまり修煉の際の動静や進退、抽添といった訓練に
十
分注意する
が
、
劉
佐臣 これも糸を撚り綿を紡ぐのと同様の道理であると考え
て
いる。糸を
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撚
る
には糸の粗細や速度を把握しなくてはならず、糸を均等に「接接續續不減斷
（
ず
っ
と
途
切
れ
る
こ
と
な
い
）」
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
丹
の
修
煉
も
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
持
つ。すなわち、体内の陰陽を和合させ、水火既済の状態にして、動静を適切
に
し
て、煉精化気・煉気化神という段階まで進み、精・気・神を「丹芽」へと結
ば
せ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
結
果
も
ま
た
糸
を
紡
い
で「結
出
蟠
龍
穗（
蟠
龍
穂
を
紡
ぎ
出
す
）」の
と
同
様
、
ま
だ
未
完
成
品
で
あ
る
。
糸
は
よ
り
長
い
糸
へ
と
撚
り
、そ
し
て
そ
れ
を
織ることで布にせねばならず、丹芽は丹田で温養し、元神によりひそかに運
搬
さ
れ、慎重に護持されねばなら い。心火の急緩は自然に任 大薬が純粋な
陽
に
なれば 陰なる精はなくなってしまう この時、あたかも糸がもはや紡 れ
布
が
織りあがるのと同じである。機
はた
が
止
ま
る
と無為の境地に至り、煉神還虚の状
態
に
な
り
、「透
出
元
神
（
元
神
へ
と
超
脱
し
）」、「透
出
崑
崙
（
崑
崙
へ
と
至
る
）」。
こ
れ
こ
そ
『
五
聖
伝
道
』
の
い
う
「
等
紡
到
心
花
現
、功
也
圓
來
果
也
圓
（
心
の
花［慧
心
］
が
現
れ
る
ま
で
紡
ぎ
上
げ
れ
ば
、
功
徳
は
完
成
し
豊
か
な
実
り
を
手
に
入
れ
る
）」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
情
景
は
道
教
の
「三花聚頂」や「五気朝元」にあた 。
劉
佐
臣
の
『
五
聖
伝
道
』
で
は
ま
た
布
を
織
る
機
や
、
綿
打
ち
の
弓
、綿
を
繰
る
天
秤
架
、
臼
を
引く挽き臼の動きで人体の元 の動きと変化、そして丹が結ぼれる過程をた
と
え
て
い
る
。
彼
は
「
天
動
地
靜
周
流
轉
、
配
合
人
身
都
一
般
（
天
は
動、地
は
静
に
し
て
あ
ま
ね
く
流
転
す
る
が
、
こ
れ
は
人
の
身
体
に
そ
の
ま
ま
合
致
す
る
）」
の
で
あ
り
、
内
丹
を
修
煉
す
る
こ
と
は
天地が設けた大道であり、大道を手に入れることができれば長生もまた手に
入
れ
ることができると考えたのである。
八
卦教の内丹理論の華北地区における影響力の大きさは量り たい。二百年あ
ま
り
にわたり、信奉者は数えきれず、教派 伝播の広さ、教名 雑多性は一言
述
べ
尽くすことはできない。しかし内丹術を行わない教派は一
つ
も
な
い。何代に
も
わ
たる教徒がすべて毎日三回、太陽を拝み 八字の真言 唱え 気をめぐらせ
修
行
する。八卦教の修行 もはや個人の修煉という意味合 超 てしまって
お
り
、
信仰する者たちを団結させる接着剤、一群の人々による生死
を
共にする共
同
的
な
追求となってしまっている。内丹術は現実と理想、此岸と彼
岸
の間にかか
る
一
つ
の橋であり、一種の人生 生きる意味の追求なのであり、一
種
の先祖代々
の
た
ゆ
まぬ努力目標である。そして八卦教に類似するその他の民間
の
教派は長城
の
内
外
、中国の南北を問わず、どこにでも見られた。こうした宗教
的
な教義を反
映
し
た
宝巻はほぼど 経巻を見ても修真養性 説 、どの巻を広げ
て
も玄妙なこ
と
が
ら
を説いている。まさにこれらの宗教およびそこで説かれる教
義
内容は民衆
の
主
要
な信仰を構成し、最下層の世界にまで浸透する一種の宗教文
化
現象を形成
し
た。こ
う
し
た
現
象
は
今
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
お
り
、中
国
の
歴
史
上
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
い
て
は世界の歴史上でもあまり見られぬもの り、研究者によ
る
より深い検
討
に
値
いしよう。
も
ち
ろん民間宗教に対する道教の影響は内丹の修養 一つにとど
ま
るものでは
な
い
。
道教の斎醮や懺儀もまたこれら 宗教に対して啓発的な作用
を
果たしてい
る
。
例
えば黄天教と弘陽教、江南の斎教の諸教派の懺儀はどれもそ
う
である。
弘
陽
教は混元門とも称し、直隷広平府の人、韓太湖が明の万暦年
間
中葉に開い
た
。
こ
の教派の現存する経巻および経目は四十余種あり、明清期
さ
まざまな大
き
な
民
間
宗
教
の
筆
頭
の
位
置
を
占
め
る。中
で
も
懺
儀
の
類
い
が
多
く
を
占
め、
『道
蔵
』
の
威
儀
類の経懺と比較してみる 、その多くが道教から取 れてい
る
ことが分か
る
。
例
えば黄天道は主として内丹 の理論と実践を取り入れている
が
、弘陽教は
符
籙
派
の影響を多く受けている。晩唐と両宋期、内丹道もまた符籙
派
に影響を及
ぼ
し
た
ため、
神
霄
派
と清微派という二つの大きな新しい教えが生まれ
、「以道爲體、
以
法
爲
用
（
道
を本体、
道法をはたらきとする
）」、
あ
るいは
「
内煉成丹、
外
用成法
（
内
に
は
煉
丹
を
行
い
、外
に
は
道
法
と
な
っ
て
現
れ
る
）」と
い
う
特
徴
を
形
成
し
た（
17）。弘
陽
教
も
ほ
ぼ
こ
う
した枠組みを超えることはな 、黄天教の懺儀『普静如来鑰
匙
宝懺』もや
は
り
こ
うした流れに沿ってい 。
宝
巻
と
道
教
の煉養思想について（馬（松下
訳
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弘
陽教は明清二王朝にわたり、ずっと独自の特徴を保ち続けた。信徒は農村や
小
さ
な集落で活動することが多く、人々からは弘陽道人または紅陽道人とよばれ
た
。
彼
ら
の
一
部
は
道
観
に
住
み
、そ
の
宗
教
活
動
は
「
築
壇
（
壇
を
築
き
）」・「設
道
場
（
道
場
を
設
け
る
）」
こ
と
で
、人々
の
た
め
に
斎
醮
を
行
い
、
幸
福
を
祈
り
災
厄
を
祓
っ
た
。
清
の
档
案
に
よ
る
と
「
京
東
一
帶
、向
有
紅
陽
敎
爲
人
治
病
、及
民
間
喪
葬
、
念
經
發
送（
京
東
の
一
帯
で
は
、
近
頃
、
紅
陽
教
が
人
々
の
病
気
を
治
し
、
民
間
で
葬
儀
を
す
る
時
、
経
典
を
読
ん
で
弔
っ
て
い
る
）」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
「
偶
有
喪
葬
之
家
、
無
力
延
請
㐰
道
（
た
ま
た
ま
葬
式
を
行
お
う
と
す
る
家
で
僧
侶
や
道
士
を
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
）」
よ
う
な
者
は
ほ
と
ん
ど
弘
陽
道
人
を
よんだ。これは彼らの受け取る金額が少なかったからである。清の当局もこ
の
教
団
が
「
打
醮
覓
食
、經
卷
雖
多
、
尚
無
悖
逆
語
句
（
斎
醮
を
行
っ
て
乞
食
を
す
る
。
経
典
は
多
い
とはいえ、そこに謀反の言葉はない
）」
と
認
識
し
て
いた
（
18）。
弘
陽教 よく似た教派にやはり一炷香教があり、
まとまった経巻はないものの、
口
移
し
で
伝
授
さ
れ
る
類
似
の
道
情
の
歌
詞
を
多
く
持
つ
。
信
徒
の
多
く
は
各
地
に
雲
遊
し
、
「説
唱
好
話
（語
り
と
唱うた
を
交
え
て
説
法
し
た
）」。
ま
た
農
閑
期
に
は
、
干
し
飯
い
と
道
場
の
楽
器
を
携えて、一つの村に集まっ 。こうした道場の儀式は簡単で、正式 道場の
よ
う
な厳かでものものしい雰囲気を持たなかっ 。歌われる内容の多くは『父母
恩
理
応賛念』のような極めて世俗化した歌詞で、木魚と鼓板を叩く音に合わせて
歌
い
、その雰囲気は気楽で楽しげなものであっ 。こうした道場は、宗教的感情
を
歌
いあげて生活の緊張を和らげ、同じ教派の友人 ちと集まること 目的とし
て
い
る。今でもまだこ 教えは河北と山東で広まっており、
人
々
に
喜ばれている。
三．宝巻
の煉養思想と道教との違いについて
ま
ず民間宗教の中に煉養思想が現れる は、内丹道が道教の主流とな た後の
こ
と
で
あ
る
。
道
教
の
煉
養
思
想
は
先
秦
に
始
ま
り
、
南
北
朝
に
そ
の
姿
を
現
し
た
。唐
末
・
五
代
・
両宋の時期には内丹道は大いに興隆し、体系は完備し、煉丹
炉
の火が純青
に
な
る
かのようにその極致に達した。唐末・五代の鍾離権や呂純陽
は
それまでの
丹
法
を
受けつぎ、
南
北
二
宗を開き、
書
物
を
著し教説を立てた。すなわち張
伯端
『悟
真
篇
』・
石
杏
林
『
還
源
篇
』・薛
道
光
『復
命
篇』
・
陳
泥
丸『翠
虚
篇
』
や、ま
た
全
真
七
子
に
よ
る
大
量
の
著
述
で
あ
り
、張
三
丰
の『玄
譚
集
』、さ
ら
に
は
明
中
葉
の
尹
真
人
の
弟
子
の
手
によ 『性命圭旨』など、数百年 わたり中国における内丹
思
想の繁栄を
生
み
出
したのである。道教の内丹の煉養術が隆盛しなければ、民間
宗
教のもろも
ろ
の
新
しい形の教派が現れる歴史的 機運は生まれなかっただろう
。
宋元時代の
白
蓮
教
・白雲宗・マニ教はその時期における民間宗教の中心であっ
た
が、その後
衰
退
す
る要因がもともと多かった さら 重要な要因として内丹道
の
煉養思想を
中
心
と
す
る
新
し
い
形
の
民
間
教
派
が
大
量
に
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ら
に
取
っ
て
代わった結果、信仰を中心とする領域において多くの民衆に
よ
り優秀なも
の
が
選
択され、劣ったもの 淘汰されていくという必然 な趨勢と
も
なった。
新
し
い形の民間教派と大量 宝巻の出現は、正統的な道教の修行
の
特徴と無関
係
で
は
ない。歴代の高徳の道士たちは、ほとんどが世俗に背を向け
、
一心に修行
し
た
。
伝授関係においても 単伝による秘授であったり、あるいは
教
派の輩行
よ
り
嫡
流の流派や信用できる弟子に え りしている。また活動す
る
場合には寺
廟
・
宮
観に依拠することが多く、俗世から隔絶し、凡俗から超脱し
て
いたといえ
よ
う
。
だが最初の民間宗教の創始者は全くそうし あり方とは逆で
あ
った。彼ら
が
依
拠
し
た
の
は
広
大
な
下
層
社
会
で
あ
り
、彼
ら
が
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
生
を
求
め
、
死
を
恐
れる無数の民衆であったのであり、どこであれ師友がいれば
求
め行き、経
巻
を
著
した。宗教上 煉養の修行についても 個
人や信徒 修行の需要に応える
だ
け
で
なく、そ はまた教勢を拡大し、教団を堅固にし、さらには
教
義を伝える
一
種
の
伝達手段でもあった。ある教派では 自分 教派の印刷所や
講
経房を設け
て
い
た
。
経
巻
の
理
解
に
つ
い
て
は
往
往
に
し
て
信
徒
の
教
中
に
お
け
る
地
位
を
決
定
し
た。
皇
學
館
大
学
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号
（
平
成
二
十
八
年
三月）
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明
中
末
葉
に
は
寄
り
集
ま
っ
て
経
巻
に
つ
い
て
談
義
す
る
の
が
一
種
の
風
習
と
な
っ
て
い
た。
「四方各有敎首、謬稱佛祖、羅致門徒。甚至皇都重地、輒敢團坐談經
、
十
百
成
群、
環
視
聚
聽
（
各
地
に
教
首
が
い
て
仏
祖
を
騙
り
、
門
徒
を
よ
び
寄
せ
て
い
る
。挙
句
の
果
て
に
は
皇
都
や
重
要
な
土
地
で
も
集
ま
っ
て
座
り
、
経
巻
に
つ
い
て
談
義
し
、
何
十
人
何
百
人
と
寄
り
集
ま
っ
て
は
そ
れ
を
見聞きしてい
）」
た
の
で
あ
る（
19）。
ま
たあまった金がある時には、道観を修理することで伝道したり、祠を建てて
わ
が
身
の
平
安
を
祈
っ
た
り
し
、「邇
來
淫
祠
日
盛
、
細
衣
黃
冠
、
所
在
如
蟻
（
以
来
、淫
祀
は
日
に
日
に
盛
ん
に
な
り
、
法
衣
や
道
冠
を
身
に
つ
け
る
者
た
ち
は
蟻
の
よ
う
に
満
ち
あ
ふ
れ
）」、役
所
は
次
の
よ
う
に
厳
し
く
禁
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。「今
後
敢
有
私
創
禪
林
道
院
、
卽
行
拆
毀
、
仍
懲
首
事
之
人
。
㐰
道
無
度
牒
者
、
悉
發
原
籍
還
俗（
今
後、勝
手
に
禅
寺
や
道
院
を
建
て
れ
ば
即
座
に
取
り
壊
し
、
さ
ら
に
首
謀
者
を
処
罰
せ
よ
。
僧
侶
や
道
士
で
度
牒
な
き
者
は
全
員
、
本
籍
を
明
ら
か
に
し
て
還
俗
さ
せ
よ（
20））」。
ま
さ
に
こ
う
した歴史的な条件の下で、
僧
侶や道士たち、
あ
る
いは僧道を名乗る者たちは、やがてみずから経書を作成し、教門を開き、祖
師
を
名乗り、道術 伝え こととなった。こうして彼らは正統な仏教・道教とは
異
な
るさまざまな宗教、そしてま 、上には教主とその家族、下にはそれぞれの
村
や
鎮のネットワーク、いくえもの教団が互いに維持し合う比較的穏やかな宗
組
織
を作り上げた。またここから発展して、多くの人々をひとつに束ね、各地を
一
つ
にまとめる大きな教派が出現したのである。明清時代の正統的な仏教が衰退
し
、
民間宗教が興起したのも道理で こうした民間宗教の興隆には合理的な理由
が
あ
ったのである。これに伴い、宝巻の流行は下層社会である種の特殊な宗教文
化
の
雰囲気を醸すようになった。こうし 雰囲気の中 、道教の持つ生命力はま
た
あ
る新たな形 取って高まりを見せることとなった である。
次
に宝巻の煉養
思
想
は
雑然でありつつ豊饒であり、道教の煉養の真の精神に合
致
し
つつも、玉石混交であったためさまざまな弊害が生まれるという現象を引き
起
こ
した。
張
伯
端
は
か
つ
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「老
氏
以
修
煉
爲
眞、若
得
其
樞
要
、則
立
躋
聖
位
、如
其
未
明
本
性
、則
猶
滯
於
幻
形（
道
教
は
修
煉
を
真
理
と
し
、
も
し
そ
の
要
諦
を
理
解
し
た
な
ら
ば
た
ち
ま
ち
聖
な
る
境
地
へ
と
至
る
だ
ろ
う
が
、
も
し
本
来
の
性
を
理
解
し
な
い
な
ら
ば
依
然
と
し
て
幻
軀
に
と
ら
わ
れ
る（
21））」。
ま
た
丘
処
機
も
修
行
者
の
心
が
不
純
で
あ
れ
ば
魔
は
そ
の
身
に
降
り
か
かるのであり あわせて「十魔君」という患いがあると指摘
し
ている。一
部
の
民
間
宗
教
「
宝
巻」の
修
煉
内
容
は
、あ
た
か
も
こ
の
病
を
患
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
甚
だ
し
きは魔とす どころか 逆にそれを正しいとしているものが
あ
る。例えば
非
常
に
大きな影響力があった円頓教の経典『古仏天真考証龍華宝経
』
第八品には
得
道
者
が、元神が竅より抜け出る時に遭遇するさまざまな幻を描
て
い
る。例え
ば
「
天
宮幻境 四面街道、金繩界記、玻璃河中有金銀・琉璃、樓臺
殿
閣、珊瑚階
砌
、
無
邊
聖
景
（
天
界
の
幻
境
は
全
て
の
街
が
金
の
縄
で
区
切
ら
れ
、玻
璃
の
川
に
は
金
銀・琉
璃
が
あ
ふ
れ、高
殿
や
楼
閣
は
珊
瑚
の
階
段
を
持
ち
、果
て
し
な
い
神
聖
な
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
）」の
を
見
た
り
、ま
た
無
生
母
・
古
世
尊・釈
迦
仏
・弥
勒
仏
に
遇
っ
た
り
、蟠
桃
会
で
金
身［
仏
の
身
体
］
に
な
っ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
丘
処
機
が『大
丹
直
指
』
で
述
べ
る
富
貴
魔
や
聖
賢魔といった類に属する。さらにひどいものになると、少数
の
修行者は奇
矯
に
走
り、ついには壮大な野心を懐くよう なり、世界は彼の想像
の
制御下にあ
る
の
で
あって 自分は天意を代弁していると思い込み 幻想の中で
世
界の主宰者
と
な
っ
てしまう者たちもいた。もしもさらにこうした幻想を現実化
し
ようとする
な
ら
ば
、容易に「帝王を称する」よう 頭目の道を歩むことになろ
う
。明・清か
ら
近
現
代に至るまで、こうした連中 数多く現れたが、結局、そ
の多くが悲惨な
結
果
に
終わった。
道
教
では、修行者は外の世界に目 向けないではじめて道を進む
こ
とができる
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
張
伯
端
や
丘
処
機
な
ど
も「調
神
出
殻
（
神ここ
ろを
調
え
て
殻から
だか
ら
抜
け
出
し
）」、「乘
風
履
雲（
風
や
雲
に
乗
り
）」、「永
却
長
生
不
死
（
と
こ
し
え
に
長
生
不
死
と
な
る
）」
こ
と
を
主張する。だが彼らや多くの高徳の道士たちの「煉神還虚」
の
説には奇怪
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な
説
明
は
な
く
、「合
三
才
異
寶
而
爲
自
然
道
也
（
精
気
神
の
三
つ
の
素
晴
ら
し
い
宝
を
一
つ
に
合
す
る
こ
と
が
自
然
の
道
で
あ
る
）」［
『大
丹
直
指
』
巻
下
］
と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
道
教
と
い
く
つかの民間宗教の、煉養における根本的に異なる部分である。すなわち一方
は
清
虚や無為を貴ぶという自然の道に立脚しているのに対し、もう一方は世俗の
欲
望
と追求に満ちているのである。後者がそうである理由は、また社会がそうさ
せ
た
ということでもある。もっとも かなり多くの民間宗教 活動家 ちの中に
も
ま
た高邁な探究心を持つものがいた一方で、正統な道士の中 もやはりどうし
よ
う
もない者が たのであり、一概に論ずることができ いことも指摘しておか
ね
ば
ならない。
三
つ目としては、哲学的な観念の上から宝巻 道教との違いを簡単に概括する
こ
と
はできないということである。道教は そ 哲学および煉養と 、あたか
煉
丹
の炉の中で一体 っている。それは本源への回帰であり、
そ
れ
は人がその
身
そ
のままに死から離脱 生を希求す プロセスの表現である以上、その哲学
的
な
根
拠
は
や
は
り
老
子
の
説
く
人
の
道
か
ら
永
遠
の
道
へ
の
回
帰
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。
それは人類や社会、自然との調和の表現 り、根源性 多元性へ、そし
て
ま
た多元性から根源性へ回帰するプロセスの表現なのである。一部の民間宗
家
と
彼らにより撰述された宝巻 こうした考え方に立っている。
だ
がある種の体系だった天道観をもつ一部 民間宗教も存在した そうした天
道
観
はまた内丹の煉養術と一体化し、一種の極めて吸引力 持 た社会政治的な
視
点
や、
一
種
の
反
伝
統的な思想へと発展した。すなわち
「三教応劫」
思
想
で
あ
る。
三
教
応
劫
思
想
は
、『弥
勒
下
生
経
』
な
ど
の
仏
教
経
典
に
、
ま
た
時
代
と
し
て
は
両
晋
・
南
北
朝
時代に淵源を持つ。後に仏道二教が相互に影響しあうように ると、民間宗
教
が
それらを混成することにより成立した。ただし現在残る資料か 見れば 明
代
に
なって
こ
う
し
た
天
道
観ははじめて民間宗教の煉養思想と融合している。
比
較
的
体
系
的
な
三
教
応
劫
思
想
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
黄
天
道
の
諸
経
の
中
に
見
え
る
。
『普明如来無為了義宝巻』三十五品にいう、
三
世古佛、立於三敎法門、三世同體、萬㑔一眞、九轉一性、乃
爲
三周説法人
間
、譬喩過・現・未來、三極同生。三世の古仏
［
過
去
燃
灯古仏
・
現
在釈迦文仏
・
未
来
弥勒尊仏］
は
三
教の法門に立った。
三
世
仏
は
一
体
で
あ
り
、
万
物
は
一
つ
の
真
で
あ
り
、
九
た
び
転
ず
れ
ば
一
つ
の
性
に
な
る
。
そ
こ
で
三
た
び
人
の
世
で
説
法
し
た
が、
こ
れ
は
過
去・現
在
・
未
来
の
三
極
［無
極・太
極
・
皇極］がともに生じるということを喩えている。
同
経
三十三分にいう、三元了義、無極聖祖 一佛分於三敎。三敎者乃三佛之體、過
去
燃燈、混元
初
祖、安天治世 立下三元。九十六刻内按九 六億人緣。過去 度了二億、
此
是道尼。見在佛度了二億、
乃
是㐰尼。釋子後留 二 、
皇
極古佛本是聖人轉化、
全
眞大道乃在家菩薩、
悟
道成眞。
三
元
了
義［
『普
明
如
来
無
為
了
義
宝
巻
』・『太
陰
生
光
普
照
了
義
宝
巻』
・『仏
説
利
生
了
義
宝
巻
』］
が
説
く
無
極
聖
祖
と
い
う
一
仏
が
三
教
へ
と
分
か
れ
た
。三
教
と
は
三
仏
の
本
体
で
あ
り、過去の燃灯仏、すなわち混元初祖は、天下を治め、三元を打ち
立
てた。
九
十
六
刻
と
は
九
十
六
億
人
の
縁
分
に
基
づ
く
。過
去
仏
は
二
億
の
人
々
を
救
っ
た
。こ
れ
は
道
尼
で
あ
る
。
現
在
仏
は
二
億
を
救
っ
た
が
、
こ
れ
が
僧
尼
で
あ
る
。
僧
尼
の
後
に
は
九
十
二
億
が
残
り
、
皇
極
古
仏
は
も
と
も
と
聖
人
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
真
大
道
は
在
家
の
菩
薩であり、悟道して仙人
と
な
る
。
『普
静
如
来
鑰
匙
宝
巻
』
で
は
こ
う
し
た
考
え
方
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る。無極化燃燈、九劫立世、三葉蓮、四字經、丈二金身。太極化
釋
迦佛、一十
八
劫立世、
五
葉金蓮、
六
字
經、
丈
六
金身。皇極化彌勒佛、
八
十一劫、
九葉蓮、
十
字經、丈八金身
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燃
燈
佛
、
掌
敎
是
青
陽
寶
會
。
釋
迦
佛
、
掌
紅
陽
、
發
現
乾
坤。彌
勒
佛
、掌
白
陽
、
安天立地。三極佛、化三世、佛法而㐰。三世佛、掌乾坤、輪流轉換。
無
極
の
時
代
に
燃
灯
仏
が
現
れ
、
九
劫
の
あ
い
だ
世
を
治
め
、
三
葉
の
蓮
が
現
れ、四
字
の
経
文
を
唱
え
、
そ
の
姿
は
丈
二
の
金
身
で
あ
っ
た
。
太
極
の
時
代
に
は
釈
迦
仏
が
現
れ
、
十
八
劫
に
わ
た
り
世
を
治
め、五
葉
の
金
蓮
が
現
れ
、六
字
の
経
文
を
唱
え、そ
の
姿
は
丈
六
の
金
身
で
あ
っ
た。皇
極
の
時
代
に
は
弥
勒
仏
が
現
れ
、
八
十
一
劫
、
九
葉
の
蓮
、
十
字
の
経
文
、
丈
八
の
金
身
と
な
る
。
燃
灯
仏
が
掌
る
の
は
青
陽
宝
会
で
あ
る。釈
迦
仏
は
紅
陽
宝
会
を
掌
り
、
天
地
が
現
れ
た
。
弥
勒
仏
は
白
陽
宝
会
を
掌
り
、
天
下
を
治
め
る
。
三
極
の
仏
は
三
世
を
教
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
法
僧
に
よ
る
。三世仏は天地を掌り、めぐりめぐって移りゆく。
最
終
的
に
体
系
の
確
立
は
、「三
仏
」
の
上
に
無
生
老
母
ま
た
は
無
生
父
母
が
出
現
す
る
こ
と
で
なされた。こうした体系の中では、人類は無生父母あるいは無生老母により
創
造
され、
「無生母」
は
天
地
陰
陽を創造し、
「嬰児・𦴩女」をはぐくみ、九十六億
も
の
「皇胎児女」
す
な
わ
ち人類を産み出したのである。人類はもともと美し
く
壮
麗な彼岸の世界で生活していた。だが罪と過ちのために、老母により東土の
塵
世
へと打ちやられ、ことごとく本性を見失い、また尽きることない劫難に遭う
こ
と
になったのである。無生老母はそ で耐え難く思い、
使
者
を
こ
の世に使わし、
「發
靈
符
、
救
度
人
民
（
霊
兆
を
現し、
人
々を救わんとした
）」。
彼
女
は
そ
れぞれ青陽の劫
・
紅
陽
の劫・白陽の劫に燃灯仏・釈迦仏・弥勒仏をこの世に降した。青陽と紅陽の
劫
の
時にはそれぞれ二億の人々を救済した。紅陽の劫が終わり、白陽の劫が興る
時
、
人
類
は
空
前
の
苦
難
を
蒙
る
こ
と
と
な
り、こ
の
上
な
い
法
力
を
持
つ
弥
勒
仏
が
降
り
、
人
類
を壊滅より救い、九十二億の「残されし霊
みたま
」
を
救
済
し
、
ふたたび彼岸へと返
そ
う
としたのである。
で
は人類はどうしたら帰ることができる か。そのためには有縁 人にならね
ば
な
らない。また有縁の人は内丹の術の修煉を通して「真道の玄機」をつかまね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
優
れ
た
師
の
教
示
を
受
け
、
教
門
に
入
ら
ね
ば
、「顯
眞
機
、明
大
意
（
真
な
る
機
を
明
ら
か
に
し
、
大
い
な
る
意
思
を
理
解
）」
し、
「訣
点
（
導
き
）」
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
はできない。日夜精進することで、本性は次第に明らかにな
り
、迷いから
光
明
へ
と帰り、
天
真
の性へと回帰し、
円明なる本体を得て、
も
う一度、
新たに
「
古
家
郷
（
ふ
る
さ
と
）」
と
帰
り
路
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。こ
れ
が
す
な
わ
ち『皇
極
金
丹
九
蓮
正
信
帰
真
還
郷
宝
巻
』
に
い
う
、「若
有
緣、遇
親
傳、金
丹
大
道
、
點
玄
關、明
開
閉、
養
氣
存
神。久久的、加精進 觀空靜坐、功夫到、心悟明、見性明心
。
神爲性、氣
爲
命
、
本
原無二。從無始、
至
如
今
、
一氣穿通
（
も
し縁あらば、
直
々の伝授にあずかり、
金
丹
の
大
道
は
そ
の
玄
妙
な
る
関
門
を
教
示
さ
れ
て、そ
の
開
閉
を
理
解
し
、
気
を
養
い
神
を
存
す
る
こ
と
が
で
きよう。ながらく精進し、
空を観想して静坐し
功
夫が十分になれば、
心は了悟し、
見
性
し
心
を
は
っ
き
り
理
解
す
る
。神
は
性
で
あ
り
、氣
は
命
で
あ
り
、
本
来
そ
れ
ら
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
始
原
よ
り
今
に
い
た
る
ま
で
、一
つ
の
気
が
貫
通
し
て
い
る
の
だ
）」と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
修
煉
を
重
ね
、「眞
空
出
竅
（
真
空
と
な
っ
て
肉
身
か
ら
抜
け
出
て
）」、
凡
と
聖
が一つになり、生死を打ち破り、本源へと帰り、家郷にたど
り
着くことが
で
き
れ
ば、
俗
世
に
生
まれ落ちる前の天真の性、
本来の姿を取り戻すことができ
る。
三
教
応
劫救世思想は、このように民間宗教の内丹術の修煉とつなが
っ
ているので
あ
る
。
こうした教義は黄天教・聞香教・八卦 ・一貫道などの多く
の
種類にわた
る
教
門
の基本的な教理となり まぎれもなく下層の苦難にあえぐ人
々
に対する非
常
に
大
きな吸引力を持つこ となった。またそれは一部 民間宗教
に
よる反伝統
的
思
想
の中心的な内容と り、道教の持つ天人合一思想と 明 か
な
分岐点とも
な
っ
た
のである。
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The Precious Scrolls
and the Taoist Thought of Cultivation
Ma Xisha
This paper believes that the fundamental feature of Taoism lies in the combination of
profound philosophy with its cultivation practice. It points out that the Precious Scrolls of folk
religion in the Ming and Qing Dynasties was heavily influenced by this feature, and that it
gradually became one of the channels through which Taoism influences the low-level masses. The
paper also analyses the similarities and differences in cultivation thought between Taoism and folk
religions.
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